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研究課題 

協働的に問題を解決する力の向上を目指す 

学習指導の研究 2年次 
副題 ～タブレット端末と電子黒板の効果的な活用による対話活動の

充実を通して～ 
キーワード ICT利活用 対話活動 思考の見える化 思考の往還 

学校名 武雄市立武内小学校 

所在地 〒８４９-２３４１ 

佐賀県武雄市武内町梅野乙１５０４１番地２ 
ホームページ 
アドレス http://cms.saga-ed.jp/hp/takeuchi-e/ 

 

 
１．研究の背景 

昨今、アイデアや情報，知識の交換，共有，およびアイデアの進化や答えの再吟味のために，他者との協

働・協調できる力が必須になってきており，21世紀型能力として提唱されてきている。このような協調的・

創造的な問題解決のために，人との関わり合いの中で話し合い，学び合って解決する力が必要となってきて

いると言える。 

本校では，昨年度，ＩＣＴ利活用や教師の働きかけなどの手立てを用いることで，個の力と集団の力を結

びつける友だちタイムの充実を図ってきた。児童は，ペア対話やグループ対話，全体対話などの場面におい

て，感想交流や意見交換ができるようになってきている。また，困難な課題に対しても解き明かそうという

意欲が見られるようになってきた。しかし，話し合いにおいては，特定の個人に依存し，話し合いで分から

ないことを質問したり確認したりする児童は少ない傾向にある。 

本校の教育ビジョンは「楽しく学ぶ。みんなで学ぶ。」～最適な教育環境を創り，個の力と集団の力を最大

限に伸ばす～である。豊かな自然や，地域とのつながり，ＩＣＴ機器の活用などの環境のもと，集中力，共

感力などの個の力を伸ばしつつ，課題を解決する力や創造する力などの集団の力を伸ばしながら，学ぶ楽し

さ，できた喜びを育んでいくものである。また，他教科と連携し循環的に向上させていくことをねらってい

る。そこで，本研究では，授業において他者と協働・協調するための場である友だちタイムの充実に焦点化

し研究を行うことにした。スマイル学習（武雄式反転学習）を中心とし，個の力と集団の力をつなげるため

の教師の働きかけを工夫することやＩＣＴ機器を活用した授業をしくむことで，主体的に話し合う児童の育

成を目指す。また，友だちタイムの土台となる，集中力，共感力，思考力，対話力などを育む特設タイムと

連携させながら，個の力の向上をねらっている。児童一人一人が，課題解決に向けて，「もっと話し合いた

い，自分が変われた」と実感できる友だちタイムを繰り返していくことで，協働的に問題を解決していく力

を育てていきたい。 

 

２．研究の目的 

これまでの研究で、お互いに考えを述べ合って問題を解決したり，新たに学びを創り出したりする力の高

まりは感じられるようになったが、「友だちタイム」における指導が充実したことによる児童の変容につい

ては、まだ客観的に測ることができなかった。                          
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そこで指導と評価の一体化を図る中で、「知識・理解」

「思考・表現」「態度・情意」などの評価の観点と評価基

準をさらに明確にしていく必要がある。教師の課題設定力

やファシリテート力は昨年の研修で向上が見られるが、ま

だ途中段階である。工夫した指導方法が「友だちタイム」

の充実につながったかどうか教師の観察と客観的な評価

を基に成果と課題を明らかにするために研究を進めるこ 

とにした。 

 

３．研究の経過 ＜開 催 回 数 ＞ 今年度２６回（← 前年度２４回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 日 取 り 組 み 内 容 取り組みポイント・評価記録 

４月２４日 校内研（全体計画提案）  

５月１１日 

 

第 1 回研究授業 5 年算数「面積」 

指導案の様式提案・検討 

授業評価シート・３６０度カメラ 

５月２３日 第 1 回ＩＣＴディスカッションタイム タブレット操作やバイシンクの機能 

６月２０日 第 2 回ＩＣＴディスカッションタイム タブレット操作やバイシンクの機能 

６月２８日 第 2 回研究授業 6 年算数「円の面積」 授業評価シート・３６０度カメラ

７月１２日 第 3回研究授業 3年算数あまりのある割り算」 授業評価シート・３６０度カメラ

７月１８日 第 3 回ＩＣＴディスカッションタイム タブレット操作やバイシンクの機能 

７月１９日 官民一体型学校公開の本時案検討 「友だちタイム」に焦点を絞り検討 

７月２７日 

 

第１回官民一体型学校公開授業 ICT 利活用授業 

２年体育「ボール投げ ゲーム」 

３年算数「あまりのある割り算」 

スマイル学習４年算数「式と計算の順序」

      ５年算数「合同な図形」 

観察記録・写真 

参加者からのコメント 

７月２８日 官民一体型学校公開振り返り 「友だちタイム」に焦点を絞り反省 

７月３１日 

 

全国学力・学習状況調査分析に基づく実態

把握と課題解決のための方策の検討 

 

９月 ６日 ２学期の授業研究会の計画  

９月２０日 事務所訪問代表授業検討会（４年 算数） 「友だちタイム」に焦点を絞り検討 

９月２６日 第４回ＩＣＴディスカッションタイム タブレット操作やバイシンクの機能 

10 月 17 日 第５回ＩＣＴディスカッションタイム タブレット操作やバイシンクの機能 

10 月 26 日 

 

西部事務所訪問代表授業 

スマイル学習 ４年算数「四角形の面積」

授業評価シート・３６０度カメラ

１１月８日 ２年生研究授業指導案事前検討会 「友だちタイム」に焦点を絞り検討 

11 月 7日～ 

11 月 13 日 

郡山市より３名ＩＣＴ研修のため来校 

 

ＩＣＴ利活用授業だけでなく

プログラミング授業を参観さ

れる 

11 月 15 日 ２年生研究授業 算数「三角形と四角形」 授業評価シート・３６０度カメラ

11 月 21 日 第６回ＩＣＴディスカッションタイム タブレット操作やバイシンクの機能 

11 月 29 日 １年生研究授業指導案事前検討会 「友だちタイム」に焦点を絞り検討 

１２月６日 

 

１年生研究授業算数「大きな数」 

講師新地先生 宮崎大学院教授 

授業評価シート・３６０度カメラ

12 月 25 日 ミライシード活用研修 ベネッセ来校 ムーブノートの活用の仕方 

１月 10 日 公開授業指導案作成（全担任）  

１月 17 日 研究集録作成に関する提案・検討  

１月 27 日 

 

 

第２回官民一体型学校公開授業 ICT 利活用授業 

1 年国語「これは、何でしょう」 

５年社会「森林とわたしたちのくらし」 

３年算数「表とグラフ」 

６年算数「応用問題に挑戦！」 

観察記録・写真 

参加者からのコメント 

１月 31 日 第２回官民一体型学校公開振り返り 「友だちタイム」に焦点を絞り反省 

２月７日 

 

１２月県学習状況調査分析に基づく実態 

把握と課題解決のための方策の検討 

 

2 月 20 日 第７回ＩＣＴディスカッションタイム  タブレット操作やバイシンクの機能 

2 月 28 日 年間反省と次年度構想 講師 新地先生  

３月８日 次年度研究に向けての改善検討  
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（１）研究の内容と方法 

ア 授業研究会 

 授業評価シートを使い参観者が評価することで、教師の授業力・指導技術が向上しているか、児童の話し

合う力が向上したかを検証する。 

イ ＩＣＴ利活用 

 友だちタイムにおいて、グループ用タブレットを考えの集約や「思考の往還」場面で取り入れていく。 

３６０度カメラを使って、児童の記述や発言等を記録し、タブレット等を使った効果的な話し合いについて

共通理解を図る。 

ウ 特設タイムの設定 

ＩＣＴを利活用しながら話し方、聞き方、意見のもち方などのスキルを系統的に学ぶことで対話力を高めて

いくＩＣＴディスカッションタイムを年間７回行う。 

※「思考の往還」とは、個人やグループの考えを画像でやり取りしながら、考えを互いに共有し、全体で考えを深めていくことを言う。 

 

４．代表的な実践 

（１）ICT 機器の活用による思考プロセスの「見える化」「思考の往還」による「友だちタイム」の活性化について 

■第４学年 面積 学習課題『Ｌ字型の面積の求め方を説明しよう』（友だちタイム）の記録 

時間 学習活動と指導上の留意点 発問と児童の反応 

深 

め 

る 

 

３．面積の求め方について話し合

う。 

・友だちタイム（全体） 
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 ② 
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 友だちタイムタイム全体で①の求め方をリレー方式で説明

させ、②と③の求め方を確認させた。 

【思考の往還】 

Ｔ２：実はみんなの考えの中に、困った、えー、どうするの？

という考えがあったのでみんなに考えてほしいと思いま

す。式なんだけど、こういう式があったんです。 

  （電子黒板で式を提示する。） 

 

 

 

Ｔ１：なんか、今までの式と 

違うところない？ 

Ｃ１：式が違う。 

Ｃ２：ひき算。 

Ｔ１：ひき算ね。だめよね？ 

Ｃ３：いい！ 

Ｃ４：だめ。 

Ｃ５：･･･分からない。 

Ｔ１：だめって！さっき（①～③の求め方のとき）、最後にた

すって確認したでしょ。 

Ｃ６：さっきは「わけたす」くんだったけど今度は違う。 

Ｔ１：さっきとは考え方が違うんだね。じゃあ、今からタブ

レットに図を送るので、かき込みをしながら説明してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

６×６＝３６
３×２＝６ 
３６－６＝３０ 答え ３０ｃ㎡ 

切り返しの発問として、これ

までの式との違いを確認さ

せた後に、否定形で問うこと

で、児童の思考を揺さぶる。
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・友だちタイム（グループ） 
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・友だちタイム（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１：今、画像を出してくれたところはこんな図になってい

ます。簡単にかいてくれている２班の図を使います。  

Ｔ１：２班の人はこの図で分かったの？ 

Ｃ９：分かった。 

Ｔ１：先生、分かんないんだけど…。６×６って何のこと？

３×２は何かな？この図にかき込みをしながら説明して

くれる人？２班じゃない人がいいな。 

Ｃ１０：まず、６×６は正方形を作っていると思います。 

Ｃ１１：この長方形の面積は３×２＝６です。 

Ｔ１：６×６は正方形で、３×２はこの長方形なんだね。で、

  それをどうしてるかな？ 

Ｃ１２：ひいてる。 

Ｔ１：何でひくの？ 

Ｃ１３：付け足しているから。 

Ｃ１４：勝手に付け足してるから。 

Ｔ１：そうね。勝手に付け足したから、後から引かんばとね。

 

 

★単元テスト結果の比較 

 「面積」以前の単元テストの「数学的な考え方」のＡ評価は７３％だったが、「面積」の単元テストのＡ評価は 

８２％で、９％上昇という数値的成果も見られた。 

 

  

 

 

 

【友だちタイム（グループ）】 ３６０度カメラ記録より 

Ａ１：６×６は正方形よね。 

Ｂ１：そうそう。 

Ｄ１：どこ。 

Ｂ２：補助線を引いて、 

正方形にする。 

Ａ２：そうそう。 

（プリントに書き込みながら）ここが６ｃｍやろ。 

Ｄ２：うん。 

Ａ３：だから、ここも６ｃｍ。 

Ｄ３：（プリントを指さしながら）ここは３ｃｍ。 

Ａ４：うん。で、ここが２ｃｍ。 

Ｄ４：ここも２ｃｍじゃない。 

Ｅ１・Ｆ１：じゃあ、ここ３ｃｍ。 

Ａ５：だから、ここが３×２＝６。３６から、ここをひいたら長

ぐつの形になる。

図を使って説明させ
たことで、ひき算に
なる理由を簡単に
説明できている。 

尋ねられたことを説明するた

めに、書き込みをすることで

分かりやすく説明している。 
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（２）友だちタイム評価シートの活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
研究授業の際に、参観者は「話す」「聞く」「発問・情報提示」「理解」等についての評価を４段階で行った。

６回の授業の平均値を出した。 

  評価が高かったのは、「児童の思考を揺さぶる発問と新たな情報提示」の項目だった。研究の手立てとして

「切り返しの発問」「再配付」について一人一人の教師が意識を高め、子どもの思考を揺さぶる発問・課題を工

夫したことがうかがえる。 
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（３）特設タイム ICT ディスカッションタイム (タブレット・バイシンク) 
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５．研究の成果 

 今年度「協働的に問題を解決する力の向上をめざす学習指導の研究」を研究主題とし、この研究主題に迫

るために、個の力と集団の力をつなぐ友だちタイムの充実を目的とした。友だちタイムの充実を目指し、次の３

つを柱として研究を行ってきた。１つ目は，個と集団をつなげるため、題材設定、情報の提示、切り返しの発問

などの教師の働きかけを行うこと。２つ目は、個と集団をつなげるため、タブレット端末等のＩＣＴ機器を使って、

思考の見える化や思考の往還を行うこと。３つ目は、花まるタイム（花まる学習会との提携）やＩＣＴディスカッシ

ョンタイムなどの特設タイムを通して、友だちタイムの土台となる集中力、共感力、思考力を養うことである。 

  教師の働きかけを工夫していくことで、教師の発問への意識が高まり、子どもたちの問題解決の状況に応じ

た発問が見られるようになった。子どもたちも教師の発問をきっかけに、これまでと違う見方をしたり、より考えを

深めようとしたりする姿が見られた。ＩＣＴ利活用では、グループタブレットやホワイトボードを使って、思考を集

約したり、共有化したりすることで意欲的な話し合いにつながっていた。友だちタイムの中で、子どもたちの中

から出た考えを再配布することで、考えが広がったり、深く考えようとしたりする子どもたちの姿が見られた。特

設タイムのＩＣＴディスカッションタイムでは、系統的な取り組みによって、ICT 機器を利活用しながら話し合う力

が養われた。以上３つの柱が相互に補完し合うことにより、個の力と集団の力をつなぐ友だちタイムが充実し、

子どもたちが協働的に問題を解決する力の向上に繋がったと言える。また、算数の単元テストでは、１学期～

２学期で「数学的な考え方」Ａ評価の児童が２年生で８％，４年生で１５％，５年生で１２％，６年生で１７％増え，

数値的な結果からも成果が伺えた。 

 
６．今後の課題・展望 

 今年度は、研究主題に迫るため、個の力と集団の力をつなぐ友だちタイムの充実を目指し研究を進め、教

師の切り返しの発問の質の高まりや、再配付された課題に対して、頭を突き合わせながら話し合い、問題解決

を目指す姿が見られた。来年度は、教師の課題設定能力を更に高めるとともに、ＩＣＴ機器の効果的な活用方

法について研究していきたい。 

 

７．おわりに 

 子どもたちが、「わくわく」、「わいわい」、「ふむふむ」となるような授業ができたらいいなあといつも思っている。

「わくわく」では題材設定、「わいわい」では ICT 機器の利活用による「思考プロセスの見える化」と「思考の往

還」、「ふむふむ」では切り返しの発問に着目して研究を深めてきたといえる。本校の研究を支えるものは、間

違いなく職員のやる気である。「よりよいものにみんなでしよう。」「自分にないものは学んで取り入れたい。」そ

んな熱い気持ちが飛び交う授業研究会が、何度も行われた。教師自身が、まさに「わくわく わいわい ふむふ

む」の授業研究会を行った。これからも「学び合い、高め合う教師集団」として研修を重ねていきたい。末筆な

がら計画段階からご支援ご指導をいただいた宮崎大学院教育学研究科教授 新地辰朗先生へ心より感謝を

申し上げる。 
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